
株式会社パトライト 概要
本社所在地	： 大阪本社・大阪市中央区久太郎町 4‒1‒3

創	 	 業	：昭和 22 年（1947 年）1月

代表取締役社長：高野 尚登（Hisato Takano）

従  業  員  数	：単独：600 名、連結：1,050 名（2020 年 1月現在）

製  造  品  目	：表示灯、回転灯、音／音声合成機器、散光式警光灯、	
	 	   サイレンアンプ、端子台、ペンダントスイッチなどの	
	 	   製造・開発・販売

H　　　　P		： https://www.patlite.co.jp/

沿	 革	：	
1947年	 大阪市阿倍野区に「ササ電機研究所」として創業
1955年	 音響機器用直流「マイクロモータ」を開発
1963年  「株式会社佐々木電機製作所」を設立
1965年	 回転警示灯（パトライト）1号機「SK-12型」を開発、販売
1977年	 パトカー搭載の「散光式警光灯」を開発、販売
1982年  「積層式信号灯」を開発、販売
1984年  「音・音声合成機器」を開発・販売
1985年	 緊急車両用の「電子サイレンアンプ」を開発、販売
1994年	 株式会社パトライトに社名変更
	 兵庫県三田市に「三田工場」を設立
1996年  「ブーメラン型散光式警光灯」を開発、販売
1999年	 PT.PATLITE INDONESIAを設立、生産を開始
2000年	 大阪証券取引所市場第二部に上場
2001年	 東京証券取引所市場第二部に上場
2005年	 東京証券取引所市場第一部及び大阪証券取引所市場第一部

に上場
2008年	 上場を廃止
2013年	 因幡電機産業株式会社のグループ傘下となる
2017年	 春日電機株式会社と経営統合
2019年	 東京本社を東京都品川区に開設

大
阪
市
中
央
区
に
本
社
を
置
く
の
は
株
式
会

社
パ
ト
ラ
イ
ト
様
。会
社
名
で
も
あ
る
同

社
の
代
表
的
商
品「
パ
ト
ラ
イ
ト（
回
転
警
示
灯
）」

は
、パ
ト
カ
ー
や
駐
車
場
の
出
入
り
口
な
ど
、電
材

業
界
の
み
な
ら
ず
、一
般
の
方
も
含
め
、誰
で
も
必

ず
一
度
は
見
た
こ
と
が
あ
る
商
品
で
す
。

　
近
藤
敦 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
、

宮
辻
陽
平 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
Ｐ

Ｍ
Ｍ
1
課
課
長
、武
上
克
巳 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
コ
ム
課
課
長
の
3

氏
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

ヒットブランド
の源泉

Vol.27メーカーリレー訪問

株式会社パトライト
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国
内
シ
ェ
ア
７
割

編
集
部　
御
社
の
沿
革
を
簡
単
に
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

武
上　
1
9
4
7
年
（
昭
和
22
年
）

大
阪
市
阿
倍
野
区
に
「
サ
サ
電
機

研
究
所
」を
創
業
後
、
1
9
5
5

年
（
昭
和
30
年
）に
業
界
に
先
駆

け
て
高
性
能
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ

の
開
発
に
成
功
し
、
1
9
6
5
年

（
昭
和
40
年
）に
こ
の
自
社
製
モ

ー
タ
を
使
っ
た
回
転
警
示
灯
（
パ

ト
ラ
イ
ト
）の
製
造
を
開
始
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
こ
の
「
回
転
」技
術
を

光
・
音
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
融
合

さ
せ
る
こ
と
で
、
様
々
な
業
界
で

活
躍
す
る
多
彩
な
表
現
方
法
を

駆
使
し
た
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に

提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。

編
集
部　
御
社
の
ヒ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド

は
当
然
、
社
名
で
も
あ
る
「
パ
ト

ラ
イ
ト
」で
す
よ
ね
。

近
藤　
そ
の
通
り
で
す
。
世
界
シ
ェ

ア
Ｎ
ｏ
．
１
の
パ
ト
ラ
イ
ト
は
今

や
回
転
灯
の
代
名
詞
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
お
り
、
自
動
車
や

電
気
制
御
の
業
界
で
は
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
と
言
っ
て
も
良

い
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
「
社

名
」イ
コ
ー
ル
「
製
品
名
」の
認
知

度
は
高
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部　
日
常
生
活
の
中
で
普
通
に

見
ら
れ
る
製
品
で
す
ね
。

宮
辻　
55
年
前
の
開
発
当
初
は
、
車

の
追
突
防
止
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
工
場

の
設
備
用
、
緊
急
車
両
用
、
コ
ン

ビ
ニ
の
警
報
用
な
ど
、
様
々
な
用

途
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
藤　
何
か
起
き
た
時
に
報
知
を
す

中…近藤 敦 グローバルマーケティング部部長／左…宮辻陽平 グローバルマーケティング部ＰＭＭ 1 課課長
右…武上克巳 グローバルマーケティング部グローバルマーコム課課長

ヒットブランド
の源泉 Vol.27

世
界
シ
ェ
ア
Ｎｏ
．１

回
転
灯
の
代
名
詞「
パ
ト
ラ
イ
ト
」
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る
と
い
う
の
が
パ
ト
ラ
イ
ト
の

基
本
的
な
機
能
で
す
が
、
我
々
で

も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
用
途

で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
内
シ
ェ
ア
も
約
７
割
あ
り
ま

す
か
ら
、
一
般
の
方
で
も
製
品
名

は
知
ら
ず
と
も
、
製
品
自
体
は
必

ず
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

編
集
部　
製
品
名
「
パ
ト
ラ
イ
ト
」

の
由
来
は
。

近
藤　
そ
の
ま
ま
で
す
。
わ
か
り
や

す
い
で
す
よ
ね
（
笑
）。
警
察
庁

の
厳
し
い
品
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
、

パ
ト
カ
ー
に
採
用
さ
れ
た
「
パ

ト
」と
警
告
灯
「
ラ
イ
ト
」を
組
み

合
わ
せ
た
、
高
品
質
な
商
品
の
代

名
詞
と
し
て
命
名
し
ま
し
た
。

「
安
心
・
安
全
・
楽
楽
」を

世
界
中
に
お
届
け
す
る

編
集
部　
な
ぜ
、
パ
ト
ラ
イ

ト
を
手
掛
け
ら
れ
よ
う
と
思

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

武
上　
当
社
の
企
業
理
念
で

あ
り
、
製
品
開
発
の
根
幹
に

あ
る
の
は
「
安
心
・
安
全
・
楽

楽
」で
す
。
パ
ト
カ
ー
の
回
転

灯
や
工
場
の
警
告
表
示
灯
な

ど
情
報
表
示
機
器
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
生
活
環
境
や
生
産

現
場
で
の
安
全
確
保
や
効
率

化
・
省
力
化
を
実
現
す
る
た

め
の
も
の
づ
く
り
の
進
展
を

図
っ
て
、
世
界
中
に
安
心
と

安
全
、
楽
楽
を
供
給
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
安

心
・
安
全
・
楽
楽
」を
カ
タ
チ
に
し

た
も
の
が
パ
ト
ラ
イ
ト
な
の
で

す
。

編
集
部　
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す

る
ま
で
は
様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変

だ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

武
上　
「
パ
ト
ラ
イ
ト
」が
出
来
る

ま
で
に
は
数
々
の
困
難
を
経

験
し
て
い
ま
す
。
昭
和
22
年

（
1
9
4
7
年
）に
鋳
造
マ
グ
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
画
期
的
な
ラ

ジ
オ
用
ス
ピ
ー
カ
ー
を
開
発
し
、

パ
ト
ラ
イ
ト
の
前
身
で
あ
る
「
サ

サ
電
機
研
究
所
」と
し
て
創
業
し

ま
し
た
が
、
特
許
取
得
を
失
念
し

た
た
め
、
大
手
企
業
の
価
格
競
争

に
飲
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
従
業
員
25
名
の
小
さ
な

町
工
場
の
経
営
は
行
き
詰
ま
り
、

昭
和
28
年
（
1
9
5
3
年
）に
敢

え
無
く
倒
産
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
　

し
か
し
、昭
和
30
年（
1
9
5
5

年
）に
高
性
能
な
音
響
機
器
用
直

流
精
密
小
型
モ
ー
タ
（
マ
イ
ク
ロ

モ
ー
タ
）の
開
発
に
成
功
し
、
大

手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
音
響
機
器

製
品
に
採
用
と
な
っ
た
こ
と
で

復
活
し
ま
し
た
。
当
時
は
ポ
ー
タ

ブ
ル
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
カ
ー
ス
テ

レ
オ
が
流
行
し
始
め
た
頃
で
需

要
は
急
増
し
、
供
給
が
追
い
付

か
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
昭
和
38

年
（
1
9
6
3
年
）に
「
佐
々
木

電
機
製
作
所
」と
法
人
に
改
組
し

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
大
手
家
電
メ

ー
カ
ー
も
自
社
生
産
を
開
始
し

た
こ
と
か
ら
、
価
格
が
値
下
が
り

し
、
再
び
倒
産
の
危
機
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

1
9
6
5
年
に
パ
ト
ラ
イ
ト

１
号
機
誕
生

2
0
2
0
年
、
30
年
ぶ
り
に

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

編
集
部　
な
る
ほ
ど
。
そ
の
危
機
的

状
況
は
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り

越
え
て
こ
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。

武
上　
昭
和
40
年
（
1
9
6
5
年
）

に
自
社
製
モ
ー
タ
を
使
っ
た
回

転
警
示
灯
（
パ
ト
ラ
イ
ト
1
号

機
）Ｓ
Ｋ
︲
12
型
を
開
発
・
販
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売
し
、
新
規
開
拓
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。
下
請
け
仕
事
の
過
酷

さ
、
悲
哀
を
な
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
下
請
け
か
ら
の
脱
却
を
決

意
、
昭
和
46
年
（
1
9
7
1
年
）

に
渡
米
し
、
パ
ト
カ
ー
の
屋
根
に

つ
い
た
最
新
式
の
横
長
型
の
回

転
灯
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
翌
年

に
は
開
発
に
着
手
、
昭
和
52

年
（
1
9
7
7
年
）
に
「
散

光
式
」と
名
付
け
て
発
売
し

た
と
こ
ろ
、
４
年
後
に
警

察
庁
に
採
用
、
昭
和
60
年

（
1
9
8
5
年
）に
長
年
続
い

た
下
請
け
か
ら
の
脱
却
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
独
自
の

技
術
を
持
ち
、
独
自
製
品
を

開
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
過

去
か
ら
の
下
請
け
体
質
か
ら

脱
却
、
今
の
パ
ト
ラ
イ
ト
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

近
藤　
余
談
で
す
が
、
当
時

流
行
っ
て
い
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
「
西
部
警
察
」の
車
両
に
パ

ト
ラ
イ
ト
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
か
な
り
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

編
集
部　
現
在
、
パ
ト
ラ
イ
ト
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

宮
辻　

現
状
は
23
機
種
あ
り
ま
す

（
2
0
1
9
年
12
月
時
点
）が
、

2
0
2
0
年
1
月
に
完
全
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
3
機
種
に
し

ま
す
。
初
号
機
の
発
売
か
ら
55
年

間
開
発
を
続
け
て
き
た
集
大
成

と
言
え
る
も
の
で
す
。

“
品
質
第一”の
も
の
づ
く
り

編
集
部　
パ
ト
ラ
イ
ト
も
の
づ
く
り

の
特
長
と
い
う
と
。

近
藤　
“
品
質
第
一
”、
と
い
う
の
が

創
業
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
当
社

の
も
の
づ
く
り
の
特
長
で
す
。
も

う
一
つ
は
メ
ー
カ
ー
主
導
で
は

な
く
、
お
客
様
の
声
を
良
く
聞

き
、
ご
要
望
を
製
品
に
取
り
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

武
上　
兵
庫
県
三
田
市
に
あ
る
「
三

田
工
場
」が
パ
ト
ラ
イ
ト
の
マ
ザ

ー
工
場
と
し
て
、
国
内
外
の
市
場

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
生
産
拠
点
の

中
心
を
担
っ
て
お
り
、
開
発
本
部

と
一
体
と
な
っ
て
新
技
術
・
新
製

品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
進
化

す
る
セ
ル
生
産
を
基
軸
に
ス
ピ

ー
ド
化
と
多
品
種
少
量
生
産
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
量
産
工
場
と

品質

さまざまな信頼性評価試験による、厳格な品質保証

温度試験

耐久試験

散水試験 X線検査
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し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
タ

ミ
ン
ド
島
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工

場
」が
あ
り
、
安
定
し
た
製
品
を

低
コ
ス
ト
で
一
定
生
産
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
、
当
社
も
の

づ
く
り
の
特
長
と
言
え
ま
す
。

　
　

な
お
、
長
野
県
辰
野
市
の
「
辰

野
工
場
」で
は
、
主
に
端
子
台
や

ペ
ン
ダ
ン
ト
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の

旧
春
日
電
機
製
品
を
中
心
に
生

産
し
て
い
ま
す
。◇

編
集
部　
最
後
に
、
本
誌
読
者
の
電

材
卸
店
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

近
藤　
パ
ト
ラ
イ
ト
の
回
転
灯
が
こ

こ
ま
で
市
場
に
浸
透
し
た
の
は
、

電
材
卸
店
様
に
絶
え
ず
流
通
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
、
30
年
ぶ
り
に
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
し
た
パ
ト
ラ
イ
ト
の
集

大
成
と
言
え
る
回
転
灯
が
誕
生

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
と
も
ご
期

待
下
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
新
商
品

も
電
材
卸
店
様
の
お
力
を
借
り

て
市
場
に
浸
透
さ
せ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

三
田
工
場
で
は
、2
0
1
7
年
11

月
か
ら
自
社
製
品
の
簡
単
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
機
器
で「
Ａ
ｉ
ｒ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｄ　

Ｗ
Ｄ
」シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
生
産

ラ
イ
ン
へ
導
入
し
、現
場
改
善
の
成
果

を
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
用
事
例
と
効
果
を「
三
田

工
場
の
魅
せ
る
化
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

2
0
1
8
年
4
月
か
ら
工
場
見
学
を

毎
週
水・木・金
曜
日
の
三
日
間
開
催
し
、

2
0
1
9
年
11
月
時
点
で
６
８
６
社
・

１
，８
８
７
名
の
お
客
様
に
ご
来
社
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、2
0
1
9
年
10
月
に
は
東
京

本
社
に「
Ｉ
ｏ
Ｔ
ラ
ボ
」を
開
設
し
ま

し
た
。Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
直
結
と
い
う
好
立

地
で
、東
日
本
の
企
業
様
に
お
い
て
遠

方
の
三
田
工
場
見
学
に
ご
来
社
い
た
だ

け
な
か
っ
た
方
々
を
対
象
に
、弊
社
の

簡
単
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を
体
験
・
体
感
で
き

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
型
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
す
。

　
こ
ち
ら
も
三
田
工
場
見
学
と
同
様
に

見
学
会
を
毎
週
水・金
曜
日
２
日
間（
完

全
予
約
制
）で
開
催
し
て
お
り
、お
か
げ

さ
ま
で
す
で
に
予
約
で
３
カ
月
待
ち
と

い
う
状
況
で
す
。

「
三
田
工
場
の
魅
せ
る
化
」

大
人
気
の
工
場
見
学
会

東京 IoT ラボ

三田工場（兵庫県三田市）

三田工場の魅せる化
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